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(57)【要約】
【課題】伝送ゲインの設定を有線伝送時と無線伝送時と
のそれぞれにおいて最適化できるため、有線伝送時及び
無線伝送時における伝送不良の発生を低減することがで
きる電子内視鏡装置を提供する。
【解決手段】電子内視鏡装置は、イメージセンサ１１に
より得られる撮像信号を無線及び有線により伝送するた
めのパワーアンプ１７を有する電子内視鏡１と、無線及
び有線により伝送された撮像信号を受信するための低雑
音増幅器２２を有する。撮像信号から映像信号を生成す
るプロセッサ装置２と、電子内視鏡１とプロセッサ装置
２との間において有線により撮像信号を伝送するための
ケーブルの接続が検出されると、パワーアンプ１７のゲ
イン又は低雑音増幅器２２のゲインを変更するケーブル
接続検出回路１７とを具備する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子により得られる撮像信号を無線及び有線により伝送するための伝送回路を有す
る電子内視鏡と、
　前記撮像信号を無線及び有線により伝送された前記撮像信号を受信するための受信回路
を有し、前記撮像信号から映像信号を生成するプロセッサ装置と、
　前記電子内視鏡と前記プロセッサ装置との間において有線により前記撮像信号を伝送す
るためのケーブルの接続が検出されると、前記伝送回路のゲイン又は前記受信回路のゲイ
ンを変更するゲイン変更手段と、
を具備することを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】
　前記ケーブルの接続を検出するケーブル接続検出手段を備え、
　前記ゲイン変更手段は、前記ケーブル接続検出手段からの前記ケーブルの接続を示す検
出信号を検出すると、前記伝送回路のゲイン又は前記受信回路のゲインを変更することを
特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡装置。
【請求項３】
　前記伝送回路の出力を、前記無線による伝送をするためのアンテナに接続するか、前記
有線による伝送をするための前記ケーブルに接続するかを切り替える切り替え手段を備え
、
　前記切り替え手段は、前記ケーブル接続検出手段の前記検出信号に基づき、前記無線に
よる伝送をするためのアンテナに接続するか、前記有線による伝送をするための前記ケー
ブルに接続するかを切り替えることを特徴とする請求項２に記載の電子内視鏡装置。
【請求項４】
　前記電子内視鏡及び前記プロセッサ装置の前記無線による伝送をするためのアンテナは
、着脱可能であって、前記有線による伝送をするための前記ケーブル用のコネクタに装着
されることを特徴とする請求項１から請求項３の何れか１項に記載の電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡装置に関し、特に、ゲイン変更手段を備えた電子内視鏡装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の電子内視鏡装置は、一般に、電子内視鏡とプロセッサ装置を有して構成されてい
る。電子内視鏡は、搭載されたイメージセンサによって撮像された被観察体の撮像信号を
有線によりプロセッサ装置に伝送する。プロセッサ装置は、撮像信号の映像処理を実行し
、映像処理して生成された映像信号をモニタ等へ出力する。
【０００３】
　また、内視鏡により得られる撮像信号をプロセッサ装置へ有線により伝送するのではな
く、無線により伝送するようにした内視鏡装置が、特開２００１－４５４７２号公報に開
示されている。しかし、無線による伝送だけでは、伝送経路に障害物が置かれたりして伝
送される撮像信号が乱れる虞がある。そのため、無線による撮像信号の乱れに備え、有線
による伝送もできるようにすることが考えられるが、その場合、有線用の伝送回路を無線
用の伝送回路とは別に設けることになる。その場合、有線用と無線用のそれぞれ用に伝送
回路を別々に設けると、回路規模が大きくなるため、内視鏡装置が大型化する。さらに、
有線時と無線時の使用状況に応じて伝送回路を切り替えるための切り替え手段が必要とな
り、切り替え手段の切り替え作業は、煩雑である。
【０００４】
　そして、有線用と無線用の伝送回路を同一にし、無線用に変調した撮像信号を有線また
は無線により伝送することができるようにした電子内視鏡が、特開２００４－１５９８３
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３号公報に開示されている。この特開２００４－１５９８３３号公報に開示された電子内
視鏡装置では、有線時であっても無線時であっても同一の伝送回路を使用して撮像信号が
伝送される。
【特許文献１】特開２００１－４５４７２号公報
【特許文献２】特開２００４－１５９８３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、有線時と無線時に同一の伝送回路を使用する電子内視鏡装置では、伝送ゲイン
を有線時と無線時のそれぞれにおいて最適値にすることはできないため、伝送不良が発生
する虞があり、特開２００４－１５９８３３号公報に開示された電子内視鏡装置では、伝
送品質が確保できないという問題があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、有線伝送用と無線伝送用それぞれの伝送回路を別々に設ける必要が
なく電子内視鏡装置の小型化が可能であり、ケーブルの着脱により有線伝送と無線伝送の
設定の切り替えができるため、設定の切り替え操作の煩雑さもなくなる電子内視鏡装置を
提供することを目的とする。さらに、伝送ゲインの設定を有線伝送時と無線伝送時とのそ
れぞれにおいて最適化できるため、有線伝送時及び無線伝送時における伝送不良が発生し
ない電子内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の電子内視鏡装置は、撮像素子により得られる撮像信号を無線及び有線により伝
送するための伝送回路を有する電子内視鏡と、前記撮像信号を無線及び有線により伝送さ
れた前記撮像信号を受信するための受信回路を有し、前記撮像信号から映像信号を生成す
るプロセッサ装置と、前記電子内視鏡と前記プロセッサ装置との間において有線により前
記撮像信号を伝送するためのケーブルの接続が検出されると、前記伝送回路のゲイン又は
前記受信回路のゲインを変更するゲイン変更手段とを具備する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の電子内視鏡装置によれば、有線伝送用と無線伝送用それぞれの伝送回路を別々
に設ける必要がなく小型化が可能であり、ケーブルの着脱により有線伝送と無線伝送の設
定の切り替えができるため、設定の切り替え操作の煩雑さもなくなる。さらに、本発明の
電子内視鏡装置によれば、伝送ゲインの設定を有線伝送時と無線伝送時とのそれぞれにお
いて最適化できるため、有線伝送時及び無線伝送時における伝送不良の発生を低減するこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
＜第１の実施の形態＞　
　図１は、本実施の形態である電子内視鏡装置の構成を示すブロック図である。　
　電子内視鏡装置は、挿入部を有する電子内視鏡１と、プロセッサ装置２と、電子内視鏡
１とプロセッサ装置２に対して、着脱可能なケーブル３から構成される。電子内視鏡１は
、イメージセンサ１１と、発光ダイオード（以下、ＬＥＤという）１２と、信号処理回路
１３と、タイミングジェネレータ（以下、ＴＧという）１４と、調光回路１５と、変調回
路１６と、パワーアンプ１７と、ケーブル接続検出回路１８と、送信用アンテナ１９とを
備えて構成されている。
【００１０】
　プロセッサ装置２は、受信用アンテナ２１と、低雑音増幅器（以下、ＬＮＡという）２
２と、復調回路２３と、映像処理回路２４とを備えて構成されている。ケーブル３は、同
軸ケーブルであり信号線とグランド線を有している。なお、ケーブル３は、電子内視鏡１
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及びプロセッサ装置２と着脱できるように構成されているが、ケーブル３の一端は、電子
内視鏡側に固定されていてもよい。
【００１１】
　患者の体腔内に挿入される挿入部の先端には、イメージセンサ１１及びＬＥＤ１２が配
置される。イメージセンサ１１は、ＬＥＤ１２の照明光により照らされた被写体像を撮像
信号に変換し、信号処理回路１３へ出力する。信号処理回路１３は、入力された撮像信号
に対しサンプリング、クランプ、アナログデジタル（以下、ＡＤという）変換及びデータ
コーディングを施し、変調回路１６へ出力する。必要に応じて、信号処理回路１３は、図
示しない電子内視鏡に設けられたスイッチのＯＮ／ＯＦＦ信号及び電子内視鏡の個体ナン
バを示す信号を映像信号に重畳することも可能である。
【００１２】
　信号処理回路１３の出力信号は、変調回路１６以外に調光回路１５へも出力される。調
光回路１５は、信号処理回路１３の出力信号である画像信号から画像の輝度が所定の値に
なるよう、即ち、ＬＥＤ１２が被写体を所定の明るさで照らすように、信号処理回路１３
の出力信号を検出し、ＬＥＤ１２の点灯時間をパルス幅変調（以下、ＰＷＭという）によ
り制御する。従って、調光回路１５には、図示しないＬＥＤ１２の駆動回路が含まれる。
【００１３】
　ＴＧ１４は、イメージセンサ１１、信号処理回路１３及び調光回路へそれぞれ対応する
タイミング信号を出力する。イメージセンサ１１には、駆動用のタイミング信号が入力さ
れる。信号処理回路１３には、信号処理用のタイミング信号が入力される。調光回路１５
には、調光のためのタイミング信号が入力される。なお、ＴＧ１４には、図示しないイメ
ージセンサ１１の駆動回路が含まれる。
【００１４】
　変調回路１６は、信号処理回路１３から出力された撮像信号を搬送波信号に変調し、変
調された搬送波信号をパワーアンプ１７へ出力する。ケーブル接続検出回路１８は、ケー
ブル３の接続を検出して、ケーブル３の接続情報として、ケーブルの接続を示す検出信号
をパワーアンプ１７へ出力する。伝送回路としてのパワーアンプ１７は、変調回路１６か
ら出力される搬送波信号を、ケーブル接続検出回路１８の出力に基づき無線伝送用の電圧
ゲイン又は有線伝送用の電圧ゲインにより増幅し、送信用アンテナ１９又はケーブル３へ
出力する。したがって、ケーブル接続検出回路１８は、ケーブル接続検出手段とゲイン変
更手段とを構成する。無線伝送時には、搬送波信号は、送信用アンテナ１９を介してプロ
セッサ装置２へ伝送され、有線伝送時には、搬送波信号は、ケーブル３を介してプロセッ
サ装置２へ伝送される。
【００１５】
　無線により伝送された搬送波信号は、受信用アンテナ２１において受信され、ＬＮＡ２
２へ入力される。有線により伝送された搬送波信号は、ケーブル３を通して伝送され、Ｌ
ＮＡ２２へ入力される。受信回路としてのＬＮＡ２２は、入力された搬送波信号を増幅し
て復調回路２３へ出力する。復調回路２３は、ＬＮＡ２２から出力された搬送波信号を撮
像信号に復調し、映像処理回路２４へ出力する。映像処理回路２４は、入力された撮像信
号に対するガンマ補正処理、色調調整処理、ケーブル接続時の電気安全のための絶縁処理
及び文字等のキャラクタの重畳処理の機能を有し、モニタ等の外部表示機器に適合した映
像信号へ変換する。映像処理回路２４において変換された映像信号をモニタ等に出力する
ことにより、モニタ等に被写体像が表示される。
【００１６】
　次に、このように構成された実施の形態の動作について説明する。　
　まず、ケーブル３が接続されていない無線伝送時の動作について説明する。イメージセ
ンサ１１からの撮像信号に対して、信号処理回路１３は、サンプリング等の処理を施し、
変調回路１６へ出力する。変調回路１６は、変調した搬送波信号をパワーアンプ１７へ出
力する。
【００１７】
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　このとき、ケーブル接続検出回路１８は、ケーブル３が接続されていないため、伝送回
路であるパワーアンプ１７に無線による伝送を行うためのゲインに切り替えるための指示
をするゲイン切替信号を出力する。パワーアンプ１７は、ゲイン切替信号に基づき、入力
された搬送波信号を無線伝送用の電圧ゲインにより増幅し、無線伝送用の電圧ゲインによ
り増幅された搬送波信号を送信用アンテナ１９へ出力する。
【００１８】
　送信用アンテナ１９から無線伝送された搬送波信号は、受信回路であるＬＮＡ２２を介
して復調回路２３へ入力される。復調回路２３は、ＬＮＡ２２から出力された搬送波信号
を撮像信号に復調し、映像処理回路２４へ出力する。映像処理回路２４は、入力された撮
像信号に対しガンマ補正処理等を施して、映像信号をモニタ等に出力することにより、被
写体像の観察ができる。
【００１９】
　次に、ケーブル３が接続されている有線伝送時の動作について説明する。ケーブル接続
検出回路１８は、ケーブル３の接続を検出して検出信号を、パワーアンプ１７に有線によ
る伝送を行うためのゲインに切り替えるための指示をするゲイン切替信号として出力する
。パワーアンプ１７は、ゲイン切替信号に基づき、入力された搬送波信号を有線伝送用の
電圧ゲインにより増幅し、有線伝送用の電圧ゲインにより増幅された搬送波信号をケーブ
ル３へ出力する。
【００２０】
　ケーブル３を介して伝送された搬送波信号は、ＬＮＡ２２へ入力される。ＬＮＡ２２は
、低雑音の増幅処理をした搬送波信号を復調回路２３へ出力する。復調回路２３は、ＬＮ
Ａ２２から出力された搬送波信号を撮像信号に復調し、映像処理回路２４へ出力する。映
像処理回路２４は、入力された撮像信号に対しガンマ補正処理等を施して、映像信号をモ
ニタ等に出力することにより、被写体像の観察ができる。
【００２１】
　このとき、有線伝送時のパワーアンプ１７のゲインの設定値は、有線伝送時にＬＮＡ２
２へ入力される搬送波信号の振幅が、無線伝送時にＬＮＡ２２へ入力される搬送波信号の
振幅と同等となるように設定される。搬送波信号の伝播損失は、空中を伝播する無線伝送
時に比べ導体中を伝播する有線伝送時の方が少ない。よって、有線伝送時のパワーアンプ
１７のゲインの設定値は、無線伝送時のパワーアンプ１７のゲインの設定値より小さくで
きる。そのため、無線伝送用に増幅した搬送波信号をそのまま有線により伝送するよりも
、有線伝送時にＬＮＡ２２に入力される搬送波信号の振幅の大きさを、有線伝送時と無線
伝送時においてほぼ一定となるように適正にすることができる。これにより、従来のよう
にＬＮＡ２２に過大な搬送波信号が入力されることによって搬送波信号が飽和して受信不
良となる虞が少なくなる。
【００２２】
　なお、有線伝送時には、有線伝送用のゲインに設定された搬送波信号が、送信用アンテ
ナ１９から送信されても、パワーアンプ１７には無線伝送のための十分なゲインが設定さ
れていないため、無線伝送用の搬送波信号として不十分な信号となり、有線伝送時の被写
体像の観察に影響は与えない。なお、その他の動作は無線伝送時と同じであり、無線伝送
時と同様に被写体像の観察ができる。
【００２３】
　よって、本実施の形態によれば、有線伝送用と無線伝送用それぞれの伝送回路を別々に
設ける必要がなく小型化が可能であり、ケーブルの着脱により有線伝送と無線伝送の設定
の切り替えができるため、設定の切り替え操作の煩雑さもなくなる電子内視鏡装置を実現
することができる。さらに、本実施の形態によれば、伝送ゲインの設定を有線伝送時と無
線伝送時とのそれぞれにおいて最適化できるため、有線伝送時及び無線伝送時における伝
送不良の発生を低減することができる電子内視鏡装置を実現することができる。
【００２４】
　また、本実施の形態に係る電子内視鏡装置によれば、有線伝送時には、パワーアンプ１
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７のゲインの設定値が小さいので、消費電力を削減することができる。そのため、図示し
ない電子内視鏡１の電源としてバッテリを用いた場合には、電子内視鏡１の使用可能な時
間を長くすることができる。さらに、ケーブル３を介して伝送される搬送波信号の振幅も
小さいので、同軸ケーブルから空中へ放射される不要放射ノイズを削減でき、同様に、同
軸ケーブルと電子内視鏡１及びプロセッサ装置２との接続部から空中へ放射される不要放
射ノイズを削減できる効果もある。
【００２５】
　なお、図１に示すように、電子内視鏡１にケーブル接続検出回路１８を設ける代わりに
、プロセッサ装置２にケーブル接続検出回路２５を設けるようにしてもよい。そして、ケ
ーブル接続検出回路２５から出力されるゲイン切替信号に基づき、ＬＮＡ２２の受信時の
ゲインの設定値を切り替える。この場合、パワーアンプ１７には、無線伝送用のゲインが
設定されるため、有線伝送時には、無線伝送用のゲインにより増幅された過大な搬送波信
号が、ケーブル３を介して伝送される。このため、電子内視鏡１にケーブル接続検出回路
を設けた場合のような不要放射ノイズの削減の効果はないが、電子内視鏡１の回路規模を
小さくすることが可能である。
【００２６】
　さらになお、図２に示すように、電子内視鏡１内のパワーアンプ１７の出力をアンテナ
１９に接続するか、ケーブル３に接続するかを切り替えるための切り替え手段２０を設け
るようにしてもよい。図２は、その切り替え手段を設けた電子内視鏡装置の構成を示すブ
ロック図である。電子内視鏡１は、ケーブル接続検出回路１８から出力されるゲイン切替
信号に基づき、パワーアンプ１７から出力される搬送波信号を、無線によって伝送するか
有線によって伝送するかを選択的に切り替えることができる。このような構成によれば、
有線伝送時に、アンテナからの不要放射によるノイズの発生を防ぐことができる。
【００２７】
　さらになお、アンテナ及びケーブルのそれぞれのコネクタの形状を同一にして、ケーブ
ル接続時にはアンテナを取り外さなければケーブル３を接続できないような構造にしても
よい。この場合も同様に、有線伝送時に、アンテナからの不要放射によるノイズの発生を
防ぐことができる。
【００２８】
＜第２の実施の形態＞　
　図３は、第２の実施の形態である電子内視鏡装置の構成を示すブロック図である。なお
、図３において図１と同一の構成要素には同一符号を付して説明を省略する。　
　図３に示すように、本実施の形態の電子内視鏡装置では、電子内視鏡１ａにケーブル接
続検出回路が設けられていない。また、ケーブル３ａの途中には、アッテネータ２６が設
けられている。他の構成は、第１の実施の形態と同様である。
【００２９】
　図４は、アッテネータ２６の構成を示す回路図である。アッテネータ２６は、図４に示
すように抵抗２７～２９を用いた回路によって構成される。ケーブル３の信号線の途中に
抵抗２７が設けられており、抵抗２７の両側にはグランド線との間で抵抗２８，２９がそ
れぞれ接続されている。このような構成であれば、ケーブル３ａにアッテネータ２６用の
電源を供給する必要がないので、信号線とグランド線のみにより構成することができる。
なお、アッテネータ２６は、半導体を用いた回路によって構成してもよい。
【００３０】
　パワーアンプ１７ａは、電子内視鏡１ａにケーブル接続検出回路が設けられていないた
め、ゲインを切り替えることができない。そのため、パワーアンプ１７ａへ入力される搬
送波信号は、無線伝送用の電圧ゲインにより増幅され、送信用アンテナ１９又はケーブル
３ａへ出力される。有線伝送時には、パワーアンプ１７ａから出力された搬送波信号は、
アッテネータ２６により振幅が減衰されて、プロセッサ装置２ａのＬＮＡ２２へ伝送され
る。その他の構成及び無線伝送時の構成は、第１の実施の形態と同じであり、同様にモニ
タ等に被写体像が表示される。
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【００３１】
　次に、このように構成された実施の形態の動作について説明する。なお、第１の実施の
形態と同一の動作については説明を省略する。　
　まず、ケーブル３ａが接続されていない無線伝送時の動作について説明する。電子内視
鏡１ａにケーブル接続検出回路が設けられていないため、パワーアンプ１７ａは、無線伝
送用のゲインが設定されている。パワーアンプ１７ａは、入力された搬送波信号を無線伝
送用の電圧ゲインにより増幅し、送信用アンテナ１９へ出力する。その他の動作は、第１
の実施の形態と同一であり、同様にして被写体像の観察ができる。
【００３２】
　次に、ケーブル３ａが接続されている有線伝送時の動作について説明する。パワーアン
プ１７ａには、無線伝送用の電圧ゲインが設定されているため、入力された搬送波信号を
無線伝送用の電圧ゲインにより増幅し、ケーブル３ａへ出力する。ケーブル３ａに入力さ
れた搬送波信号は、アッテネータ２６により振幅が減衰されてプロセッサ装置２ａのＬＮ
Ａ２２へ出力される。
【００３３】
　このとき、アッテネータ２６の抵抗２７～２９の抵抗値は、有線伝送時にＬＮＡ２２へ
入力される搬送波信号の振幅が、無線伝送時にＬＮＡ２２へ入力される搬送波信号の振幅
と同等となるように設定される。無線伝送用に増幅した搬送波信号を有線により伝送する
場合、無線伝送用に増幅された過大な搬送波信号は、アッテネータ２６により減衰される
ため、ＬＮＡ２２に入力される搬送波信号の振幅の大きさを適正にすることができる。こ
れにより、ＬＮＡ２２に過大な搬送波信号が入力されることによって搬送波信号が飽和し
て受信不良となる虞が少なくなる。
【００３４】
　よって、本実施の形態によれば、有線伝送用と無線伝送用それぞれの伝送回路を別々に
設ける必要がなく小型化が可能であり、ケーブルの着脱により有線伝送と無線伝送の設定
の切り替えができるため、設定の切り替え操作の煩雑さもなくなる電子内視鏡装置を実現
することができる。さらに、本実施の形態によれば、伝送ゲインの設定を有線伝送時と無
線伝送時とのそれぞれにおいて最適化できるため、有線伝送時及び無線伝送時における伝
送不良の発生を低減することができる電子内視鏡装置を実現することができる。
【００３５】
　なお、アッテネータ２６は、電子内視鏡１ａの近傍に配置することにより、同軸ケーブ
ルから空中へ放射される不要放射ノイズを削減することができる。具体的には、同軸ケー
ブルの電子内視鏡１ａに接続されるコネクタの近くにアッテネータ２６を配置する。
【００３６】
　さらになお、図５に示すように、電子内視鏡１ａにケーブル接続検出回路１８及びパワ
ーアンプ１７ａの出力をアンテナ１９に接続するか、ケーブル３ａに接続するかを切り替
えるための切り替え手段２０を設けるようにしてもよい。電子内視鏡１ａは、ケーブル接
続検出回路１８から出力されるゲイン切替信号に基づき、パワーアンプ１７ａから出力さ
れる搬送波信号を、無線によって伝送するか有線によって伝送するかを選択的に切り替え
ることができる。このような構成によれば、有線伝送時に、アンテナからの不要放射によ
るノイズの発生を防ぐことができる。
【００３７】
　さらになお、本実施の形態においても、アンテナ及びケーブルのそれぞれのコネクタの
形状を同一にして、ケーブル接続時にはアンテナを取り外さなければケーブル３を接続で
きないような構造にしてもよい。この場合も同様に、有線伝送時には、アンテナからの不
要放射によるノイズの発生を防ぐことができる。
【００３８】
　ところで、第１及び第２の実施の形態では、電子内視鏡の電源供給手段としてバッテリ
を用いるため、電子内視鏡の長時間の使用を可能にするために、消費電力の削減をするこ
とが重要な課題である。
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【００３９】
　このような課題を解決するために、ＬＥＤを常に点灯しイメージセンサ１１の電子シャ
ッターを用いて撮像するよりも、前述したＰＷＭ制御方式又はＬＥＤへ供給する電流量を
制御する電流制御方式を用い、ＬＥＤの照明光の点灯時間を制御するほうが消費電力を削
減することができる。
【００４０】
　更に、イメージセンサ１１の出力信号がほとんど変化せず、ＬＥＤの照明光を制御する
ための検出結果が一定の時間変動しない場合には、電子内視鏡が使用されていない検査前
又は検査後の待機状態として、電子内視鏡の使用状態を検出する。そして、このとき、検
査前又は検査後のとしての使用状態を検出すると、電子内視鏡は、ＬＥＤの点灯時間又は
消費電流を少なくする低消費電流モードへ移行させて消費電力の削減を行うようにしても
よい。
【００４１】
　また、有線伝送時には電子内視鏡とプロセッサ装置とが必ずケーブルにより接続される
ため、ケーブルに電源供給線とプロセッサ装置に電源供給手段とを設け、バッテリの残量
が少なくなったときでもケーブル経由で電子内視鏡へ電力の供給をし、電子内視鏡の長時
間の使用を可能にするようにしてもよい。さらに、電子内視鏡へ供給される電力を充電可
能なバッテリへ供給して、バッテリの充電をするようにしてもよい。このようにすれば、
有線伝送時にはプロセッサ装置から電力が供給されるため、ＬＥＤの点灯量の増加及びゲ
インの増加を行い消費電力の使用制限を受けずに内視鏡画像の明るさを優先させることが
できる。
【００４２】
　無線伝送時と有線伝送時の使用状況に応じて、明るさを優先させる有線伝送モードと消
費電力の削減を優先させる無線伝送モードとそれぞれ別の動作モードを電子内視鏡へ設け
、動作モードを切り替えることにより、電子内視鏡装置の使い勝手の向上を図るようにし
てもよい。
【００４３】
　さらに、図６は、プロセッサ装置の消費電力を削減するための構成を示すブロック図で
ある。プロセッサ装置は、無線伝送用の回路として第１のＬＮＡ３１と、第１の復調回路
３２と、第１のＡＤ変換回路３３と、映像処理回路２４とを備えて構成されている。また
、プロセッサ装置は、ケーブル接続検出回路２５を有し、さらに、プロセッサ装置は、患
者回路として、患者回路用電源３０と、第２のＬＮＡ３４と、第２の復調回路３５と、第
２のＡＤ変換回路３６と、絶縁回路３７とを備えて構成されている。患者回路用電源３０
は、第２のＬＮＡ３４、第２の復調回路３５、第２のＡＤ変換回路３６及び絶縁回路３７
へ電力を供給する。図６に示すような構成により無線伝送時には、プロセッサ装置に設け
たケーブル接続検出回路２５の検出結果に基づき、使用しない患者回路の患者回路用電源
を切り、プロセッサ装置の消費電力の削減を行うことができる。
【００４４】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【００４５】
［付記］　
（付記項１）　
　撮像素子により得られる撮像信号を無線及び有線により伝送するための伝送回路を有す
る電子内視鏡と、
　前記撮像信号を無線及び有線により伝送された前記撮像信号を受信するための受信回路
を有し、前記撮像信号から映像信号を生成するプロセッサ装置と、
　前記電子内視鏡から前記プロセッサ装置へ前記撮像信号を有線伝送するためのケーブル
に設けられ、前期有線伝送時の前記撮像信号の振幅を補正する補正手段を備えたことを特
徴とする電子内視鏡装置。
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（付記項２）　
　前記ケーブルの接続を検出するケーブル接続検出手段と、
　前記伝送回路の出力を、前記無線による伝送をするためのアンテナに接続するか、前記
有線による伝送をするための前記ケーブルに接続するかを切り替える切り替え手段を備え
、
　前記切り替え手段は、前記ケーブル接続検出手段からの前記ケーブルの接続を示す検出
信号に基づき、前記無線による伝送をするためのアンテナに接続するか、前記有線による
伝送をするための前記ケーブルに接続するかを切り替えることを特徴とする付記項１に記
載の電子内視鏡装置。
【００４７】
（付記項３）　
　前記電子内視鏡及び前記プロセッサ装置の前記無線による伝送をするためのアンテナは
、着脱可能であって、前記有線による伝送をするための前記ケーブル用のコネクタに装着
されることを特徴とする付記項１又は付記項２に記載の電子内視鏡装置。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る電子内視鏡装置の構成を示すブロック図。
【図２】第１の実施の形態に切り替え手段を設けた電子内視鏡装置の構成を示すブロック
図。
【図３】本発明の第２の実施の形態に係る電子内視鏡装置の構成を示すブロック図。
【図４】図３中のアッテネータ２６の構成を示す回路図。
【図５】第２の実施の形態に切り替え手段を設けた電子内視鏡装置の構成を示すブロック
図。
【図６】プロセッサ装置の消費電力を削減するための構成を示すブロック図。
【符号の説明】
【００４９】
１，１ａ，１ｂ…電子内視鏡、２，２ａ，２ｂ…プロセッサ装置、３，３ａ，３ｂ…ケー
ブル、１１…イメージセンサ、１２…ＬＥＤ、１３…信号処理回路、１４…ＴＧ、１５…
調光回路、１６…変調回路、１７，１７ａ…パワーアンプ、１８…ケーブル接続検出回路
、１９…送信用アンテナ、２０…切り替え手段、２１…受信用アンテナ、２２…ＬＮＡ、
２３…復調回路、２４…映像処理回路、２５…ケーブル接続検出回路、２６…アッテネー
タ、２７～２９…抵抗、３０…患者回路用電源、３１…第１のＬＮＡ、３２…第１の復調
回路、３３…第１のＡＤ変換回路、３４…第２のＬＮＡ、３５…第２の復調回路、３６…
第２のＡＤ変換回路、３７…絶縁回路
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4C061/QQ09 4C061/RR02 4C061/RR22 4C061/SS30 4C061/UU06 4C061/UU09 5C054/CB04 5C054
/CC02 5C054/DA07 5C054/DA08 5C054/EA03 5C054/HA12 4C161/CC06 4C161/JJ12 4C161/JJ15 
4C161/JJ17 4C161/JJ19 4C161/LL02 4C161/NN01 4C161/NN03 4C161/QQ06 4C161/QQ09 4C161
/RR02 4C161/RR22 4C161/SS30 4C161/UU06 4C161/UU09

代理人(译) 伊藤 进

外部链接 Espacenet

摘要(译)

一个原因可以在每个的设置电缆传输时间和传输增益的无线传输进行优
化，提供一种能够减少在电缆传输时间及无线发送传输缺陷的发生的电
子内窥镜装置。 的电子内窥镜装置包括：具有功率放大器17，用于发送
由无线和有线由图像传感器11获得的图像信号的电子内窥镜1中，摄像信
号通过无线和有线传送并且具有用于接收的低噪声放大器22。用于电子
内窥镜1和处理器装置2中，功率放大器17的增益或之间检测用于发送由
线的图像信号的连接电缆，当生成从成像信号的视频信号的处理器，单
元2 ;以及电缆连接检测电路17来改变低噪声放大器22的增益。 点域1
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